
新
分
析
装
置
を
導
入

検
査
時
間
短
縮
コ
ス
ト
削
減

大和合金
　
銅
合
金
の
鋳
鍛
造
メ


カ

大
和
合
金
︵
本
社
・

東
京
都
板
橋
区

社
長
・

萩
野
茂
雄
氏
︶
は

月
か

ら
発
光
分
光
分
析
装
置
を

稼
働
さ
せ
る

現
在
は
原

子
吸
光
分
析
装
置
な
ど
を

配
備
し
て
い
る
が

新
設

備
の
導
入
で
検
査
可
能
な

成
分
の
幅
が
さ
ら
に
広
が

る

こ
れ
ま
で
外
部
に
委

託
し
て
い
た
一
部
検
査
を

内
部
で
行
え
る
よ
う
に
な

る
た
め

製
造
コ
ス
ト
の

削
減
や
生
産
ス
ピ

ド
の

ア

プ
に
つ
な
が
る


　
製
造
を
担
当
す
る
埼
玉

県
の
グ
ル

プ
会
社

三

芳
合
金
工
業
に
導
入

島

津
製
作
所
製
で
金
属
中
の

多
元
素
を
同
時
に
精
度
よ

く
分
析
で
き
る
こ
と
が
特

徴
で

品
質
管
理
に
適
し

た
機
種

検
査
時
間
は
非

常
に
短
く
試
料
の
セ

ト

後

試
料
ナ
ン
バ

を
入

力
後

秒
強
で
結
果
が
得

ら
れ
る


　
連
続
鋳
造
工
場
内
に
検

査
専
用
の
建
屋
を
設
け
て

お
り

既
に
据
付
は
完
了

し
て
い
る

現
在
調
整
を

行

て
い
る
段
階
で

来

月
に
は
稼
働
さ
せ
た
い
考

え
だ

試
験
運
用
中
の
連

続
鋳
造
ラ
イ
ン
で
の
品
質

確
認
に
用
い
る
ほ
か

バ


チ
式
の
炉
を
用
い
た
現

行
の
鍛
造
製
品
群
に
つ
い

て
も
利
用
し
て
い
く
方

針

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